
所沢市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

ゼロカーボンスーパーシティ所沢 ・ ＧＸイニシアティブプロジェクト
グリーントランスフォーメーション

所沢市域

概
要

所沢市の広域中心拠点である所沢駅周辺の市街地開発事業やＩＣ周辺の産業拠点整備の推進に
伴い、みどり豊かな低炭素防災都市構造への変革や各拠点間の公共交通ネットワークの強化など
人中心のスマートな都市の形成を目指す。

課
題

・高齢社会への対応、子育て環境の向上
・交通弱者対策、交通結節点と各地域拠点を結ぶ都市交通の確保
・大災害への備え

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

駅等を中心と
した都市機能
の集約

短期

・駅・IC周辺の区画整理や再開発事業の推進
・複合施設（商業・住居・産業）の立地
・緑豊かな生活環境の向上
（緑地創出・ミティゲーション・都市公園）
・出歩き・集うウォーカブルの推進

・駅周辺の整備
・産業団地の整備
・緑の創出

ス
マ
ー
ト

都市内の交
通・移動・交
流環境の向
上、弱者対策

長期

・エコな公共交通の充実（EV、ＭａａS、自動運転等）
・エコモビリティ（EVシェアリング等）の促進
・大規模商業施設内でのデジタルコンテンツの充実
・高齢者や迷子の見守り（トコろんおかえりＱＲ促進）

・公共交通
・シェアリング
・見守アプリの普
及促進

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

災害時エネ
ルギーレジリ
エントの強化

中期

・ＺＥＨ、ＺＥＨ-Ｍ、ＺＥB（産業拠点整備を含む）
・再生可能エネルギーの創出・災害時の電力融通
・デジタルサイネージを活用した防災等の情報発信
（平時：駐車場空状況、バスロケ、災害時：防災情報）
・主要道路の無電柱化による防災都市構造構築

・ゼロエネルギー
の土地利用



所沢市都市構造図

グリーンフィールド
（新規開発エリア）

所
沢
駅
周
辺
の
住
居
系

Ｉ
Ｃ
周
辺
の
産
業
拠
点

○駅・人を中心としたみどり豊かでスマートな住環境の形成
○ＩＣ周辺の立地を活かした先進的な製造主体の産業拠点の形成

★所沢航空記念公園



所沢駅周辺の市街地開発事業の取組 ～大規模PJ・エコ・緑のネットワーク化～

延長約 ３５０ｍ
面積約２，７５０㎡

敷地約 ２，３４８㎡
建物約 １，２４８㎡
延床約２１，３１６㎡
高さ 約１００ｍ
用途 商業、業務、

共同住宅、
駐車場等

ファルマン通り交差点改良事業 所沢東町地区第一種市街地再開発事業（組合）

県道川越所沢線の無電柱化

出歩く環境整備（無電柱化・ウォーカブル・ＥＶｼｪｱ）

ウォーカブル拠点整備
エコモビリティ

区域約８．５ha
都市計画道路
・ 中央通り線
･ 所沢駅ふれあい通り線
街区公園・上下水道等

区域約 ３．４ha
建築約 ２．８ha
緑化（屋上・壁面・沿道）
省エネ、創エネの取組
センターコートeスポーツなど

延長約７８０ｍ
幅員 ２０ｍ～３５．５ｍ
既存踏切除却

所沢駅西口土地区画整理事業（市施行）

所沢駅西口開発計画（民間商業施設）

都市計画道路所沢駅ふれあい通り線

上安松・下安松地区土地利用

都市緑地・街区公園
上下水道等
【検討】
ゼロカーボンシティ
保育園と街区公園の
連携、緑化推進など

北秋津・上安松土地区画整理事業（組合）

区域約２７ha
・街区道路
・都市緑地
・街区公園
・上下水道

等 ソーラー・充電

市内公共施設

エコな公共交通の充実 エコモビリティ

〔ゼロエネルギー・レジリエント〕

緑地保全

ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨ
ﾝｸﾞ＄

所沢駅 🚌

🚌

（相当）

東
所
沢
方
面
へ

公共交通・都市移動のスマート化

至航空公園

敷地約 ４，０１２㎡
建物約 ２，３７０㎡
延床約３８，５６０㎡
高さ 約１００ｍ
用途商業、業務、共同住宅、

駐車場等

所沢駅西口北街区第一種市街地再開発事業（組合）



本庄市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

３駅から始まる本庄版スーパー・シティプロジェクト

市内全域

概
要

市内にある３駅（本庄駅・本庄早稲田駅・児玉駅）を中心としたエリアを拠点として捉え、「コンパクト」・「スマート」・「レジリエント」によ
るまちづくりの実現に向けた取組みを進めるとともに、それら拠点を結ぶ幹線道路や公共交通機関のスムーズな接続により、その効
果を市全域へ波及していくことを目指す。

課
題

・少子化、高齢化を伴う人口減少の進行
・中心市街地の空洞化等を伴うまちなかの再生
・市民生活に甚大な影響をもたらす災害への備え

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

訪れたくなる、住み続
けたくなるまちづくり

長期
（10年）

・駅を拠点とした周辺整備と地域の観光資源を活
用した居心地の良いウォーカブルなまちづくり
・本庄児玉ICや国道１７号本庄道路等の産業拠点
やポテンシャルを活かした持続可能なまちづくり

・医療、福祉、子育て、商業など
各種機能や宅地開発の民間誘
導
・空き家、空き店舗、空き地や無
人駅の利活用
・JRとの八高線活性化に向けた
連携

ス
マ
ー
ト

スマート技術が人々の
暮らしを支えるまちづく
り

中期
（5年）

・サポートを必要とする子育て世代や高齢世代など
を支えるスマート技術や、人々の豊かで、スムーズ
な暮らしを支えるアプリの導入により、誰にとっても
暮らしやすいまちづくり

・モビリティサービスの開発
・アプリの導入（ウォーカブル、ＡＩ
オンデマンド交通システム）

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

いつもと変わらない生
活を守るまちづくり

長期
（10年）

・再生可能エネルギーを活用した、ゼロカーボンシ
ティの推進による、災害時でも途絶えることのない
電源の確保を実現するまちづくり
・幹線道路の強化により、拠点をつないだ災害に強
いまちづくり

・再生可能エネルギーによる住
宅モデルエリアの開発
・蓄電池や太陽光発電などを活
用したエネルギーステーションの
設置





春日部市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

春日部市版スーパー・シティプロジェクト ～既成市街地の再生と新市街地の創出～

春日部駅西口地区及び北春日部駅周辺地区

概
要

東武スカイツリーライン春日部駅周辺における既成市街地の再開発及び北春日部駅周辺における新たな宅地
開発により、都市機能の集積を図るとともに、先端技術を積極的に活用することにより、持続可能で災害に強く、
豊かな暮らしを実現することができ、様々な世代から選ばれるまちづくりを推進する。

課
題

・ＳＤＧｓの実現に向けた持続可能なまちづくり（コンパクトシティの実現）
・超少子高齢社会を支える最先端スマート技術の積極的な活用
・大規模地震や豪雨災害等への確実な対応

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

都市機能の集積、
地域コミュニティ・賑わい
の創出

長期
(10年)

・リモートワークスペース、子育て施設、高齢者支援施設や
行政サービス機能の設置
・公園・広場、調整池などオープンスペースを活用した賑わい
創出

・リモートワーク
・スマート子育て・介護
・エリアマネジメント

ス
マ
ー
ト

ICTを徹底活用した
持続可能で豊かな
暮らしの実現

長期
(10年)

・どこでも５Ｇサービスを受けられる通信環境整備
・高い防犯性能を有する住宅
・スマート街灯による見守りサービス
・再配達のない確実で安心な宅配サービス
・無人運転にも対応できる道路づくり

・５Ｇ通信施設整備
・タウンセキュリティ
・スマート街灯
・無人宅配ロボット、ドローン
配送等
・見守り通知サービス
・インクルーシブナビ
・ビーコン内蔵点字ブロック

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

予期せぬ災害にも
確実に対応できる
まちづくり

長期
(10年)

・耐震性に優れたインフラの整備
・太陽光発電および蓄電池設置による災害時における
確実な電源確保
・災害時の一時避難場所の確保や避難誘導

・再生可能エネルギー
・大容量電池システム



北春日部駅

至 姫宮駅

至 春日部駅

春日部市版スーパー・シティプロジェクト ～既成市街地の再生と新市街地の創出～（イメージ図）

暮らしの質向上ゾーン商業ゾーン

春日部駅

新市街地の創出

既成市街地の再生

広場を活用した賑わい創出

駅前広場と連携した都市開発

住宅ゾーン



戸田市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

みんな輝く未来共創のまち とだ スーパーシティ構想

市全域

概
要

面積が小さくコンパクトな本市の特徴を生かしつつ、健康寿命の低迷や高齢社会への対応など市
の課題に対応するため、歩きやすく、さまざまなニーズが完結する、全世代が住みやすいまちを構
築する。

課
題

・健康寿命の低迷の克服や高齢社会への対応に向けて、歩きたくなるまちづくりの推進やICT等を
活用した取組を進める必要がある。
・異常気象による自然災害などに官民が連携して対策を行う必要がある。

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

駅を中心としたウォー
カブルなまちづくり

長期
（10年）

高齢者から子供まで、幅広い世代が居心
地がよく歩きたくなるよう、道路等パブリック
空間をウォーカブルな人中心の空間に転
換し、官民連携によるまちなかの賑わいの
場の創出を目指す。

・ニーズ調査
・先進的な事例

ス
マ
ー
ト

ＩＣＴ等を活用した官民
連携による市民のQOL
等の向上

短中期
（3～5年）

ICT等を活用した官民連携によるシェアモビ
リティや医療MaaSの実証実験等を通じ、市
民のQOL等を向上させる。
３Ｄ都市モデルを構築し、各種まちづくり等
に関する計画検討のプラットフォームとして
活用する。

・システム構築
・シェアサイクル
・ＥＶシェア

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

災害時でも市内の活動
が途絶えない仕組みの
構築

中期
（5年）

災害時に活用できる電源施設の導入や防
災ポータルサイト等の構築、防災活動への
地域住民の参加を促すことにより、地域の
防災力を強化する。

・ニーズ調査
・蓄電池
・太陽光発電
・バッテリーの電源化



戸田市取組イメージ図

【エリア全体】
・ICT等を活用した官民連携によるシェアモビリティ
の実証実験
・太陽光発電及び蓄電池の導入
・災害時に活用できる電源施設の導入
・防災ポータルサイト等の構築

シェアサイクルポート
【蓄電池イメージ】

【市内３駅周辺】
・官民連携によるまちなかの賑わいの場を創出

居心地が良く歩きたくなるまち

身近な公園・広場

オープンスペース化まちなかの賑わいの場

まちなかの賑わいの場

【美笹地区】
・官民連携による医療MaaSの実証実験

【医療MaaS車両】 【医療MaaS車内】



朝霞市
埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

朝霞市版スーパー・シティプロジェクト ～人と緑が活きるウォーカブルなまちづくり～

朝霞駅周辺エリア

概
要

官民連携による公園や街路空間等の利活用や、自然が持つ機能の最大限の発揮を軸に、『居心地が良く、歩き
たくなるまち』と、『魅力的な商業エリア』 の創出を図る。そのため、①道路空間の再構築や低未利用地の活用を
通じた、人中心のウォーカブルな空間の創出、②地域のシンボルとなる豊かな自然の機能を活かした、グリーンイ
ンフラの整備、③災害時にも機能するフェーズフリーなまちづくり に取り組む。

課
題

・歩行空間が不足する駅前通り等について、歩行者中心の道路空間へと再編し、安全で快適に歩ける道へ転換する必要。
・シンボルロードや黒目川など地域のシンボルとなる緑の拠点の魅力向上や、グリーンインフラの考え方を取り入れた公共空間の整
備を行うとともに、駅周辺からの回遊性の向上が必要。
・災害時に活用可能なエネルギーの確保や、防災情報の効果的な発信を通じた、災害にも強いまちづくりが必要。

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

・ウォーカブルな
まちづくり

長期
(１０年)

・道路空間の再配分による歩行者中心の道路空間
整備
・緑の拠点であるシンボルロードのほこみち指定に
基づく賑わい向上や、黒目川の魅力発信
・公共空間を活用した多様なイベントの開催

・ゾーン３０プラス等交通安全対策の
実施
・歩行者利便増進道路指定に基づく
休憩施設や利便施設の設置
・公共空間を活用したイベントの開催
・商店街の活性化支援

ス
マ
ー
ト

・ICT技術を活用した
情報伝達や移動手段の
充実

長期
(１０年)

・デジタルサイネージ等を活用した地域イベント情
報や災害情報の発信
・ビッグデータやデバイスを活用した交通安全対策
と回遊促進
・シェアサイクルサービスの高度化
・都市計画情報等、まちづくりにかかるデータの
オープン化

・災害情報のデジタル化
・デジタルサイネージの導入・運用
・ビッグデータの取得・活用
・シェアサイクルサービスの高度化
・GISの導入・活用

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

・災害にも強いフェーズフ
リーなまちづくり

長期
(１０年)

・グリーンインフラの機能を取り入れたインフラ整備
・再生可能エネルギーを活用した災害時の電源確
保
・主要道における無電柱化の推進

・グリーンインフラの導入にかかる技
術支援（雨水貯留・流出抑制施設等）
・災害時にも活用可能な電源供給施
設の設置
・簡易な無電柱化に係る技術支援



基地跡地

朝霞駅周辺エリア

中央公園

朝霞の森

青
葉
台
公
園

未来ビジョン対象エリア
（ウォーカブルエリア）

ウォーカブルエリア内の
主要な通り

朝霞市版スーパー・シティプロジェクト取組エリア

都市計画マスタープラン

賑わい創出エリア

市役所前
広場

朝霞駅南口
駅前広場

駅西口富士見通線

朝霞駅周辺道路



桶川市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

桶川版スーパーシティ：コンパクト・プラス・ネットワーク

市全域

概
要

本市は、駅を中心に同心円状に都市化した歴史をもち、人口減少、少子高齢化など社会環境の変
化に起因する課題も地区によって差異がみられる。「社会環境の変化に順応した持続可能なまちづ
くりの推進」を図るため、地区特性に応じ、都市・生活機能等を集積する拠点をバランスよく配置
し、各拠点を公共交通で連結するコンパクト・プラス・ネットワークの形成を図る。

課
題

◆ 中心市街地の「賑わい」の創出と、人口減少・少子高齢化を見据えた「地域づくり」
◆ 「強さ」と「しなやかさ」を備えた強靭なまちづくり
◆ コロナ禍など社会環境の「変化を力」に変えるまちづくり

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

地区特性に応じ拠点を
配置し、賑わいや地域
力の維持向上を図る

中～
長期

◆民間活力を導入した公民連携による拠点施設
の立地など、民間企業のノウハウを活用した
中心市街地の賑わいづくりや地域力の向上

◆ポスト・コロナ時代を見据えた市場変化に順
応した拠点形成と地域経済の活性化

◆ 先進事例、市場動向や
民間活力導入可能性の
検討

ス
マ
ー
ト

拠点施設への未来技術
の実装

中～
長期

◆拠点施設へのデジタル技術実装による利用者
への質の高いサービスの提供や管理運営の省
力化、コスト縮減（公共施設の利用予約や決
済へのデジタル技術の導入等）

◆ICT技術の活用による地域の付加価値の向上
と地域課題の解決（道の駅における人に頼ら
ない観光案内等）

◆ デジタル技術の実装事
例とその効果

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

大規模自然災害発生時
における強靭化

中～
長期

◆拠点施設への再生可能エネルギーや蓄電池の
導入などによる地域防災力の向上

◆圏央道桶川北本ICのポテンシャルを活かした
企業との連携及び道の駅「（仮称）おけが
わ」の整備による地域力と防災力の向上

◆ 再エネ技術の最新動向



桶川版スーパー・シティ：コンパクト・プラス・ネットワーク 【参考資料】

道の駅「（仮称）おけがわ」の
整備による地域力と防災力の向上

圏央道桶川北本ICのポテンシャル
を活かした企業との連携による防
災力の向上

小学校跡地を活用した拠点整備による中心市街地の賑わいづくりと
地域力の向上
民間活力を導入した拠点づくり

生涯学習・市民交流・子育て支
援機能の導入による地域力と防
災力の向上
民間活力を導入した拠点づくり

※イメージ図等は現時点の想定であり、変更となる場合があります。

市内循環バス等の公共交通
により各拠点をつなぐ

イメージ図です。



北本市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

市全域

概
要

・良好な地盤の大宮台地に、防災機能を持つ住宅とともに、雑木林や谷津等の豊富な自然環境を生かしたグリーンインフラストラク
チャーの整備等を推進し、地域の防災機能を強化する。
・市街地の雑木林、空き店舗や空き家等の都市ストック、（仮称）市民活動交流センター等を活用して、住民が集い、つながれる文化
水準の高いコミュニティスペースの整備等を推進し、住民の日常生活を豊かにする。

課
題

・少子化、高齢化等を要因として住民同士のつながりが希薄化する地域で、支え合いや自発的な交流活動を活性化させるとともに、
その担い手を育成する必要がある。
・子育て世帯や高齢者等が安心して住み続けられるまちづくりを実現するため、交通の利便性向上策や安全対策のほか、住宅政策
等を充実させる必要がある。
・自然災害に強い地盤を持つ特徴をさらに生かすため、自然災害の発生時にも生活を維持することができるようハード・ソフトの両面
を充実させる必要がある。

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

つどう、つながる人の発意
で成長する
コミュニティスペースづくり

中期
（５年）

・旧栄小学校校舎を活用した（仮称）市民活動
交流センターの整備
・北本団地活性化プロジェクト等の推進
・地域資源である雑木林等を活用したコミュニ
ティスペース等の整備

・都市ストックの活用
・学習、交流メニューの提供

ス
マ
ー
ト

デジタル技術を活用した
“住み続けたいまち”づくり

中期
（５年）

・交通手段等の充実
・交通安全対策の充実
・防災機能を持つ災害に強いスマートタウン
の整備

・交通手段等の充実
・交通安全対策の充実
・環境負荷低減の取組の充実
・防災機能を持つ住宅の整備

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

“みどり”とともにある
レジリエントな地域づくり

長期
（10年）

・地域資源である雑木林等を活用した
グリーンインフラストラクチャーの整備
・太陽光パネルをはじめとした再生エネル
ギーの活用等による災害時でも途絶えない電
源の確保

・雑木林等の育成
・再生可能エネルギーの活用等

北本市版スーパー・シティプロジェクト



・栄小学校の跡地へ地域住民が集う交流拠点の整備
・市街地の雑木林等を活用した地域住民の交流できるコ
ミュニティスペースの整備

・公園緑地の防災機能の強化や、
街路樹の緑化等の推進

・災害時に活用できるＰＨＶ車の導入

・ＡＩを活用した交通安全対策の充実
・防災機能を持つスマートタウンの整備

北本市版スーパー・シティプロジェクト

この取組を通して実現すること【第五次北本市総合振興計画】

❶「“みどり”豊かで

災害に強いまち」のロールモデルに！

❷人の近接によりまちの活力を生み出すこと

❸暮らしやすさを追求した生活基盤の充実

“みどり”とともにあるレジリエントな地域づくり

デジタル技術を活用した
“住み続けたいまち”づくり

つどう、つながる人の発意で成長する
コミュニティスペースづくり



蓮田市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

蓮田市版スーパー・シティプロジェクト（中心市街地のウォーカブルまちづくり）

蓮田駅周辺地域

概
要

再開発事業による複合拠点を核とし、歩行者空間および憩いスペースをネットワーク化することに
より回遊性を高める。併せて、地元商店街との連携により賑わいを創出することにより、出歩きたく
なるまちなかづくりを進める。また、防災倉庫の拡充や地元商店街との連携により、災害時に備え
たまちづくりを進める。

課
題

・地域コミュニティの希薄化を見据えた官民連携による持続的な賑わいづくり
・中心市街地の活力の低下を見据えた最先端スマート技術の導入
・災害に強い市街地を形成するための大規模災害時へのリスク対応

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

・歩いて暮らせる
中心市街地の構築

長期
(10年)

・居心地が良く歩きたくなる歩行者空間・憩いスペースの創出
・道路空間を利用した賑わい創出、エリアマネジメント
・歩行者優先の交通規制
・公共交通のさらなる利便性の向上（新たな輸送サービスを含
む）
・まちの情報発信（案内看板等）
・生活拠点施設の再編・集約

・ウォーカブルなまちづくり
・商店街活性化
・エリアマネジメント
・ゾーン30
・地域交通の拡充

ス
マ
ー
ト

・スマート技術を活用した
移動、輸送の質向上

長期
(10年)

・街なかの回遊性向上を図る地域アプリの展開
・デジタルサイネージによる地域情報、災害情報の伝達
・ドローンによる災害物資の輸送
・3D都市モデル整備による災害リスクの可視化、防災教育へ
の活用
・自動運転技術

・まちづくりに活用できるスマート
技術全般

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

・災害に強い
中心市街地の構築

長期
(10年)

・EV、太陽光エネルギーからの災害時の電源確保
・災害時における生活物資の確保
・幹線道路の無電柱化、道路啓開用のスペース確保
・防災施設の整備

・民間連携によるEVからの給電、
太陽光発電及び蓄電池の設置
・自主防災組織、自治会、商店
街との連携
・無電柱化に係る低コスト手法



蓮田市版スーパー・シティプロジェクト（中心市街地のウォーカブルまちづくり）イメージ図

再開発ビル
（完成済）
・駅前行政センター
・子育て支援施設
・クッキングルーム
・クリニック
・リモートワークスペース
・防災倉庫

歩きやすい歩行者空間整備

歩行者憩いスペース
（ふれあいの森整備）

歩行者憩いスペース
（駅前トイレ）

商店街にぎわい事業

歩行者憩いスペース
（ポケットパーク）

★
防災倉庫

防災倉庫
★

★
防災倉庫

防災倉庫★

★
避難所

★
災害時受け入れ病院

（検討）
・太陽光、蓄電池の設置
・EV給電施設の設置
・デジタルサイネージ設置

（近隣公園）



鶴ヶ島市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

鶴ヶ島版スーパーシティプロジェクト ～歩いて行ける市民センターを拠点としたまちづくり～

市全域

概
要

・本市には、地域の拠点施設である市民センターが６館あり、そのいずれにも図書館分室が併設されている。この特性を生かし、市内６か所にある市民センターを拠点として、活
力にあふれるまちづくりをさらに推進するため、図書館分室のスマート化をはじめとした拠点機能の充実を図る。

課
題

・更新時期の集中する公共施設の更新、再構成 ⇒ ICT活用による図書館分室の機能転換 【スマート技術を活用した住民利便性の向上】

（中央図書館へ行かなくても、徒歩で通える図書館分室で充実した図書サービスを受けられるようにする）
・急速に進む高齢化などにより、高齢者の単身世帯や高齢者夫婦のみ世帯が増加。孤立や地域活力の低下 ⇒ 市民センターを活用した取組、地域コミュニティの充実 【地域の
拠点機能の充実】

・災害の激甚化 ⇒ それらの取組を推進するために必要な施設改修 【地域の拠点機能の充実・スマート技術を活用した住民利便性の向上・地域レジリエンスと地域脱炭素化の推進】

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

地域の拠点機能の充実
長期

（R6～）

・地域福祉、健康づくりなどの推進
市民に身近な地域の拠点施設である市民センターを活用し、地域活動、地域福祉、

健康づくりなどの様々な分野の事業展開を図る。（「包括的支援体制」や「健康づくり
を支える仕組み」の整備など）

・地域コミュニティの充実
自治会や地域支え合い協議会などの様々な団体のつながりを促進し、 地域の課

題の解決に向けた取組を支援することにより、地域活力の維持向上を図る。

・鶴ヶ島駅周辺地区まちづくりの推進
・市内企業との官民連携事業による公園の再整備
・公共施設再編による交流拠点整備
・駅と拠点間の道路・歩行者空間の整備、憩いスペースの創出

・公共施設再編
・包括的支援体制の整備
・健康づくり

ス
マ
ー
ト

スマート技術を活用した住民利便
性の向上

中期
（R7～）

・スマート技術を活用した図書館運営の見直し（スマート図書館への転換）
ICT活用による図書館分室（各市民センターに併設・６室）のスマート化を図る。

・バスロケーションシステムのデータ活用
バスロケーションシステム（導入済み）のデータをつるバス・つるワゴンのルート・ダ

イヤ見直しなどに活用する。

・図書館運営の見直し
・公共交通

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

地域レジリエンスと地域脱炭素化
の推進

長期
（R5～）

・避難所などへの太陽光発電及び蓄電池の整備
災害時の強靭性向上及び地域の脱炭素化を同時に推し進めるため、避難所となる

学校や市民センターなどへの太陽光発電設備及び蓄電池の整備を進める。
また、災害時に電気自動車（EV）を蓄電池として利用できるよう、V2Hシステムの活

用を図る。

・脱炭素の取組
・太陽光発電及び蓄電池
（EVを含む）の整備・活用

1



庁舎

（参考）図書館及び市民センターについて

【図書館の現状】

《図書館の配置（中央図書館、若葉駅前カウンター、分室）》 《市民センターの配置》

庁舎

【市民センターの特徴】
・少子高齢化による様々な地域課題を、地域で解決できる体制・仕組みを構築す
るため、市内６か所に市民センターを設置（H27年度に公民館を改編して設置）

・居住誘導区域内（又は同区域の近く）にあり、多くの市民が徒歩でアクセス可能

・児童館や図書館分室を併設している。特に、図書館分室は全ての市民センターに
併設しており、配架・閲覧のために広いスペースを有する

蔵書 人員 場所

中央図書館
○

（多い）

○
（多い）

×
(誘導区域の外)

分室[6館]
×

（少ない）
×

（少ない）
○

(誘導区域の近く)

ICT活用により分室機能を充実
↓

中央図書館へ行かなくても、それぞれの分室で同等のサービスを提供
↓

歩いて行ける身近な市民センターで、充実した図書館サービスが受けられるまちへ

2



（参考）鶴ヶ島市立地適正化計画で設定している居住誘導区域

中央図書館

西市民センター
（図書館西分室）

北市民センター
（図書館北分室）

大橋市民センター
（図書館大橋分室）

東市民センター
（図書館東分室）

富士見市民センター
（図書館富士見分室）

≪参考：市内６センターの所在地≫
東市民センター（五味ヶ谷202番地）
南市民センター（鶴ヶ丘375番地１）
北市民センター（脚折2171番地１）
富士見市民センター（富士見五丁目11番１号）
大橋市民センター（太田ヶ谷883番地）
西市民センター（新町四丁目17番地８）

3

南市民センター
（図書館南分室）

「鶴ヶ島駅周辺地区」の対象エリア
（都市機能誘導区域及びその周辺エリア）



ふじみ野市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

ふじみ野市版スーパーシティ構想

市全域

概
要
ふじみ野市東西にある文化施設を中心とした人と人とがつながる場の提供とデジタル技術を活用し
た行政サービスの質の向上と効率化を行う。また、環境に配慮し、災害に強いまちを目指す。

課
題

・高齢化の進展に伴う地域のコミュニティ力、商店街の活力の低下。
・一部施設では太陽光パネルを活用しているが、災害発生時に拠点となる施設へのエネルギー供給が難しい。
・デジタル技術の活用に関するノウハウの不足とDX人材の不足、市民サービスへの対応。

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

駅前や公共施設の整
備に付随した地域コ
ミュニティの醸成

中期
（５年）

・文化施設整備に伴う人と人とのつながりづくりの
場の提供
・上福岡駅東口駅前整備に伴う商店街の空き店舗
を活用したにぎわいの創出の検討

・コミュニティ醸成
・商店街活性化
・創業支援
・空き店舗活用

ス
マ
ー
ト

デジタルを活用した利
便性の向上とデータ利
活用による市民サービ
スの提供

中期
（５年）

・市民の利便性向上を目的とした施設利用料金の
キャッシュレス決済等オンライン手続きに関するデ
ジタル技術の導入検討
・市民サービス拡充に向け、デジタル市役所の開
設を検討し、窓口業務等の業務量調査を行い、市
民にとって利用しやすい申請窓口等の検討
・市内循環ワゴン、マルチモビリティ等の利用により
蓄積された人流に関するデータを活用し、公共交
通の最適化を検討

・DX
・データ利活用
・AI

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

災害に対するレジリエ
ント性を強化した安全・
安心なまちづくり

中期
（５年）

・文化施設等の市内公共施設整備に合わせ、太陽
光パネルの設置の検討
・太陽光等で発電し、貯蓄した電力（EV車等）を地
震等の非常時に融通することや調整池等整備によ
る水害時における地域のレジリエント性向上

・蓄電池
・太陽光発電
・再生可能エネルギー
・ＥＶカーシェア



ステラ・ウェスト
（西文化施設）

ふじみ野市版スーパーシティプロジェクト取組イメージ

ステラ・イースト
（東文化施設）

概
要

ふじみ野市東西にある文化施設の整備に伴う、人と人とがつながる場の提供とデジタ
ルを活用した行政サービスの質の向上と効率化を行う。また、環境に配慮し、災害に強
いまちを目指す。

人流データの
積み上げ・データ

利活用
↓

公共交通の最適化

文化施設・事業によるにぎわいの創出

デジタル技術の活用・デジタル市役所の開設⇒市民サービスの拡充・利便性向上

公共施設への太陽光パネルの
設置・EV車等を活用した災害
時の電力供給

スマート

レジリエント

コンパクト

スマート

ステラ・イースト
ステラ・ウェスト
※完成予想図

商店街の空き店舗を活用したにぎわいの創出



白岡市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

新白岡スーパー・シティプロジェクト － 新白岡2.0 －

新白岡駅周辺地域

概
要
新白岡駅周辺地域を将来にわたって持続的に発展させるため、先進的な制度の導入や先端技術
の実装などにより、「まちの価値」を向上させる新たなまちづくりを行う。

課
題

・人口減少や少子高齢化が進む中で、住民主体の地域に根差したまちづくりが求められている。
・デジタル技術やAI技術の実装により、豊かな暮らしが実感できるまちづくりが求められている。
・様々な危機に対応できる強いまちづくりが求められている。

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

エリアマネジメントで
まちづくり

長期
（１０年）

・必要な都市機能を誘導し、利便性・快適性を備
えた拠点の形成
・住民主体型エリアマネジメントの導入

・まちづくりへの参画

ス
マ
ー
ト
地域DXでゆとり生活

長期
（１０年）

・ヒト・モノ・情報をICTでつなげるスマートタウンの
形成

オンデマンド交通「のりあい交通」の充実・強化
スマートメーターシステムの構築などによる地域DX
の推進

・先進的なデジタル技術
の実装
・先進的なAI技術の実装

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

地域の“力”で安心安全
長期
（１０年）

・地域自治組織活動の支援による防災力強化
・公共施設への太陽光発電設備や蓄電池の設置、
ガスコージェネレーションの導入等によるエネル
ギーセキュリティの向上

・太陽光発電
・蓄電池
・ガスコージェネレーショ
ンシステムの導入支援



新白岡駅周辺地域の拡大図

新白岡スーパー・シティプロジェクト － 新白岡2.0 －

出典：都市計画基礎調査

新白岡駅周辺地域を将来に
わたって持続的に発展させ
るため、住民主体型エリア
マネジメントの導入やデジ
タル技術の実装などにより、
「まちの価値」を向上させ
る新たなまちづくりを行う。

白岡東小

勤労者体育
センター

老人福祉
センター

新白岡駅

白岡高等
学校

：市街化区域



三芳町
埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

三芳町版スーパー・シティ構想

町全域

概
要

歴史、文化、自然、産業等を活かした持続可能なまちづくりを実現するため、未来創造拠点の整備、各エリアとの交通網の形成、災
害時ネットワークの構築、カーボンニュートラル関連技術の活用などによる“三芳町独自のコンパクトでスマートなまちづくり”を推進
する。

課
題

・人口減少・高齢化の進展
・地域コミュニティの衰退
・拠点を結ぶ移動手段の整備

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

地域資源と拠点をつなぐ
魅力あるコンパクトシティ

中・長期
（5～10
年）

・学校、公共施設を複合化し、地域住民が集う未来創
造拠点の整備
・地域資源（公園・緑地・農業遺産等）と道路環境（街
路緑化含む）の整備による地域間交流による拠点での
賑わい創出
・三芳スマートIC周辺における農と人との交流による賑
わいの創出

・拠点整備、維持管理
・地域資源の活用

ス
マ
ー
ト

次世代技術の活用や官
民連携によるスマートなま
ちづくり

中期
（5年）

・拠点・地域資源をつなぐ、公共交通網の充実、シェア
サイクル等の新たな移動手段の創出
・DX促進による手続きのオンライン化や移動しなくても
実現できるサービスの促進により、ムーブレスで暮らし
やすい生活の実現

・シェアサイクル
・新たな移動手段
・DX

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

安心・安全で持続可能な
まちづくり

中・長期
（5～10
年）

・再生可能エネルギーによる防災機能を有した災害時
受援拠点の整備
・災害時受援拠点と拠点間を結ぶ、官民連携による災
害ネットワークの構築
・未来創造拠点を中心とする防災・防犯機能の充実
・EVの避難所活用

・再生可能エネルギー
・EV活用
・災害時運搬
・防犯技術



対象地域の位置及び区域

観光拠点エリア

農業遺産エリア

文化行政拠点エリア

都市誘導エリア

住居誘導エリア

<エリア全体>
・EV、電動シェアサイクルの導入
・EVからの電力供給等。
・再生エネルギー導入

≪観光拠点及び農業遺産≫
・地域住民等の新たな移動手段をEV
やシェアサイクル導入により確保。
・三芳ＰＡと連携した防災機能の強化。
・太陽光発電設備等の再生可能エネ
ルギーによる発電と供給

≪未来創造拠点≫
・学校・公共施設の複合化し、地域住
民が集う拠点整備
・必要な都市機能の誘導
・地域住民等移動の利便性向上
・EVからの電力供給等
・住民サービスの向上のためＤＸ推進
・防犯対策
・ウオーカブルなまちづくり

≪文化行政拠点≫
・健康づくり
・緑化対策
・ウオーカブルなまちづくり

・住民サービスの向上のためのＤＸ推進

≪職住接近エリア≫
・都市活力の強化
・雇用拡大
・新規優良企業の誘致
・通勤等移動の利便性向上



小鹿野町

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

OGANOおもてなしまちづくりプロジェクト ～文化と自然が香る町小鹿野～

小鹿野町全域

概
要

道の駅等の公共施設を中心として、観光機能、交流拠点機能を強化。
加えて、交通ネットワークの見直しを行うことで、町内外から人が集まり、交流することができる地域
を構築。すべての人が「小鹿野らしさ」を感じられるまちを目指す。

課
題

・地域経済の衰退
・人口減少 ・関係人口の減少
・公共交通機能の強化

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

観光拠点での人々の
交流による賑わいづく
り

中期
(５年)

• 道の駅周辺エリアを中心とした観光・交流拠点の機能
強化

• 役場新庁舎を拠点とした観光・交流拠点の機能強化
• 各地域の町有施設を活用した交流拠点の機能強化

・地域資源の活用
・観光

ス
マ
ー
ト

スマート技術を活用し
た拠点間・内移動の確
保

中期
(５年)

• 町内の回遊性を高めるスマートモビリティ、電動モビリ
ティなどの活用

• 路線バスやAIデマンドタクシーなどを合わせた地域の
公共交通ネットワークの形成

• 町営バスへ電子決済システムの導入・検討

・電動シェアサイ
クル
・交通ネットワーク
技術

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

観光・交流施設のエネ
ルギー自給

中期
(５年)

• 地域特性に応じた再生可能エネルギーの活用、災害
時でも途絶えないサービス提供の実現

• 公共施設の機能強化によるエネルギーの効率化、温
室効果ガス排出量の削減を図る

• 電動モビリティ導入による再生可能エネルギーの活用
及び蓄電機能の活用

・バイオマスボイ
ラー
・太陽光発電
・蓄電池



• 地域拠点を中心とした観光機能、交流拠
点機能向上とレジリエントの両立

• 地域特性に応じた再生可能エネルギー活用、
災害時でも途絶えないサービス提供の実現

S＋R

• スマート技術を活用した、公共交通の見直
しと利便性向上

• 拠点間、拠点内の移動に電動モビリティの導
入等を検討、レジリエント向上

小鹿野地域：中心市街地ゾーン

・新小鹿野町役場
・中心市街地、観光交流館、夢鹿蔵

・交通の拠点（西関東連絡道路からの
玄関口、バスターミナル）
・ようばけ、おがの化石館

C+R C+R

ゆめかぐら

三田川・倉尾地域：
スポーツ・名水ゾーン

・尾ノ内氷柱、みどりの村
・小鹿野町総合運動公園
・二子山、合角ダム

・倉尾ふるさと館、毘沙門水、ふれあい水

両神地域：観光ゾーン

・道の駅両神薬師の湯
・神怡舘、国民宿舎両神荘
・両神山、四阿屋山、丸神の滝
・節分草、ダリア園

R

C+R
C+R長若地域：農業・産業交流ゾーン

・旧長若中学校
・般若の丘公園、旧バイクの森
・きゅうり農家、長留川のしだれ桜

あ ず ま や さ ん

し ん い か ん

お の う ち つ ら ら

まるがみのたき

はんに ゃの おか こ う えん

ながるがわ

び し ゃ も ん す い

きゅうながわかちゅうがっこう



神川町

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

神川町版スーパー・シティプロジェクト ～コンパクトな町でフレキシブルに暮らす～

全域

概
要

町内それぞれの立地に適した地域拠点の形成と、拠点間を人・物・情報がフレキシブルに移動でき
る環境を実現することで、町民の安心・安全な暮らしの確保と町内外の交流人口の増加による賑わ
いの創出を目指す。

課
題

・高齢化の進展（免許返納による移動手段喪失、一人暮らし高齢者の増加など）
・過疎地域をはじめとした公共交通の衰退（脆弱性）
・商業・医療施設の不足や観光資源の衰退（老朽化）
・大規模災害への備え

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

地域拠点の形成と町
内外の交流促進

中長期
（5～10年）

・地域包括ケア拠点の整備
・新支所を拠点とした地域交流促進
・企業連携による観光資源の再編・パーク化

観光振興

ス
マ
ー
ト

デジタル技術を活用し
た日常生活等の総合
支援

中長期
（5～10年）

・スマート物流の導入（買い物支援）
・デジタル技術を活用した子育て相談や健康
維持等の支援
・自由に移動できる公共交通網の構築

ドローン・運輸
AIオンデマンド交通
自動運転

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

デジタル技術等を活用
した安心・安全の確保

中長期
（5～10年）

・ドローンによる災害状況把握や物資輸送の
実現
・デジタル技術を活用した高齢者見守り支援
・電気自動車の促進等による災害時のエネ
ルギー確保

ドローン・運輸
蓄電池 ・太陽光発電
小水力発電





上里町

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

「ひと・もの・しごと・情報」が行き交うハーモニータウン上里
～良質な情報とサービスで暮らしの質を高める仕組みづくりと災害に強く賑わいのあるまちづくり～

町全域

概
要

人口減少、超少子高齢社会に適応した、「ひと・もの・しごと・情報」が行き交う持続可能で魅力を感じられるまちを目指す。
中心拠点である「神保原駅周辺地区」と、観光・交流拠点である「上里サービスエリア周辺地区」を重点区域に位置づける。
２つの拠点の賑わいを軸に、魅力の集約・便利・安心が一体となった調和のとれた住みやすい住環境を形成する。

課
題

・人口減少抑制のため、若年層・子育て世代の人口誘導
・市街地が拡散傾向にあるため、コンパクトな都市構造への転換
・神保原駅周辺と上里サービスエリア周辺の２拠点の賑わいと魅力の向上
・災害に対する安全性の確保

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

賑わいのある拠点形成と交流・
関係人口の増加による若年層・
子育て世代等の移住、定住促進

短中期
（3～5年）

・農業体験制度の実施による移住、定住促進
・チャレンジショップ等の取組を通じた上里発商品
PRの仕組みづくり ・賑わいづくり

・空き家等の利活用
・サテライトオフィス
・移住、定住促進長期

（10年）

・ウォーカブルなまちなかづくり
・拠点周辺整備の推進
・サテライトオフィス等の推進による若年層等を対
象としたUIJターンの促進
・子育て世代等の移住、定住促進

ス
マ
ー
ト

地域課題の解決に向けたス
マート技術の活用

短中期
（3～5年）

・デジタル化による役場窓口の「３ない窓口化」
・デジタルサイネージ等を活用した情報発信強化 ・アプリ

・ＡＩ、ＩｏＴ、５Ｇ
・見守りネットワーク長期

（10年）
・生活利便性を高めるアプリによるサービス向上
・高齢者や子どもの見守り強化

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

災害に対する安全性の確保と
脱炭素社会の推進

中長期
（5～10年）

・防災まちづくり関連整備
（非常時の電源確保、ソーラー照明灯等）
・公共施設のZEB化推進
・公用車のEV化推進

・再生可能エネルギー
・蓄電池
・ZEB



コンセプト

【埼玉版スーパー・シティプロジェクト】

「ひと、もの、しごと、情報」が行き交うハーモニータウン上里
～良質な情報とサービスで暮らしの質を高める仕組みづくりと災害に強く賑わいのあるまちづくり～

【コンパクト】
賑わいのある拠点形成と交流・関係人口の増加による

若年層・子育て世代等の移住、定住促進

【スマート】
地域課題の解決に向けた
スマート技術の活用

【レジリエント】
災害に対する安全性の確保と

脱炭素社会の推進

●対象エリア：町全域
●重 点 区 域：① 神保原駅周辺地区（中心拠点）

② 上里サービスエリア周辺地区（観光・交流拠点）

【町全域】
・農業体験制度の実施による移住、定住促進
・子育て世代等の移住、定住促進

【町全域】
・生活の利便性を高めるアプリによるサービス向上
・高齢者や子どもの見守り強化

上里サービス
エリア周辺地区

神保原駅周辺地区

上里町役場EV充電スタンド

オンライン申請、事前申請・来庁予約

段階的に整備

マイナンバーカード等による記載省略・かんたん窓口

カード情報の読み取りで記載省略
タブレットで手続きを選択

事業実施前

事業実施後

ソーラー照明灯

・デジタルサイネージ等を活用した情報発信強化

・デジタル化による役場
窓口の「３ない窓口化」

・防災まちづくり関連整備
（非常時の電源確保、

ソーラー照明灯等）

・公共施設のZEB化推進
・公用車のEV化推進

・チャレンジショップ等の取組を通じた
上里発商品PRの仕組みづくり

・拠点周辺整備の推進
・サテライトオフィス等の推進による
若年層等を対象としたUIJターンの促進

・ウォーカブルな
まちなかづくり



寄居町

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

よりいスーパータウンプロジェクト

町全域

概
要

日々変化する社会情勢のなかで、未来に向けて町民一人ひとりが自分らしくいきいきと活躍する無
限の可能性を引き出し、いつでもどこでも町民の笑顔に出会えるような
「可能性∞ 笑顔満タン よりいまち」を目指す。

課
題

・少子高齢化、人口減少への対応 ・コンパクトなまちづくり
・中心市街地を含めた地域の魅力向上、にぎわい創出 ・多様化する町民のニーズへの対応
・災害時の電力供給や再生可能エネルギーの活用 ・カーボンニュートラルの実現

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

地域の魅力を感じられ
るとともに利便性が高
い市街地形成

中長期
（5～10年）

・コンパクトなまちづくり、交通利便性の向上
・駅前拠点の施設（Yotteco）と広場
（YORIBA）の活用や歩きたくなるまちづくり
等による中心市街地の活性化、にぎわい創
出、魅力の向上

・コンパクトシティの形成
・空き家・空き店舗活用
・スマートモビリティ
・中心市街地活性化
・未利用民間施設の活用
・アセットマネジメントの推進

ス
マ
ー
ト

ICTの推進による町の
利便性向上

中長期
（5～10年）

・電子申請の拡大など行政手続のデジタル
活用による利便性向上
・地域通貨（Yorica）の普及と活用による町
内経済の活性化
・教育におけるICTの利活用

・デジタルデバイド解消
・教育、子育て、健康、行政
手続などのデジタル活用に
よる町民利便性向上

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

地域防災力の強化、環
境配慮型社会の形成

中長期
（5～10年）

・再生可能エネルギー等の活用による地域
防災力の強化
・脱炭素ライフスタイルへの転換促進

・再生可能エネルギー
・蓄電池
・エコハウス、エコカー普及



【中心市街地エリア
（寄居駅南口周辺）】
・寄居駅南口の駅前拠点施設や広場を活
用した賑わい創出
・中心市街地の魅力向上
・「歩きたくなる・歩いてお得なまち」の形成

【コンパクトな市街地を形成する
エリア（寄居駅、男衾駅周辺）】
・寄居駅、男衾駅周辺への居住誘導
・男衾駅周辺の新市街地整備

【町全体】
・地域通貨（Yorica）の普及と活用による町
内経済の活性化
・SNSの活用などよりい魅力発信の強化
・電子申請の拡大など行政手続のデジタル
活用による町民利便性向上
・教育、子育て、健康、行政手続などのデ
ジタル活用による町民利便性向上
・官民連携によるエネルギーの地産地消
・脱炭素ライフスタイルへの転換促進

よりいスーパータウンプロジェクト
エリアと主な取り組み



宮代町

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

宮代版スーパー・シティ構想

宮代町全域

概
要

東武動物公園駅から東武動物公園、新しい村までのエリアを中心としたコンパクトな地域拠点整
備と小学校の多機能化・複合化による地域の活性化を図ります。また、AIやIoTを活用した安全で
利便性の高い暮らしを確保するとともに、再生可能エネルギー設備を整備することにより、災害時
にも安心できるまちづくりと脱炭素化を同時実現するまちづくりを目指します。

課
題

・「宮代らしさ」を価値として高める必要性
・高齢化の進展等による地域コミュニティ力の低下
・近年の大型災害頻度の増加に対する備え・避難所等への災害停電時の電力供給

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

歩いて楽しい中心エリ
アの整備と小学校の再
整備による地域活性化

中期
（５年）

・東武動物公園駅東口と西口から東武動物公園、新し
い村までを、ウォーカブルな道へ整備することで、エリア
の価値を高めるとともに、新しい村を魅力的な空間に変
えていきます。
・和戸及び姫宮地域周辺の小学校を「地域の中心施
設」として、 多機能化・複合化します。

・官民連携の体制づくり
・地域資源の活用

ス
マ
ー
ト

AIやIoTを活用した安
全で利便性の高い暮ら
しの確保

中期
（５年）

・昨今の災害リスクの増大に伴い、ICTを活用した災害
状況の可視化や情報発信の強化に取り組みます。
・スマート農業を導入し営農の継続性を確保・推進しま
す。
・AIやIoTを活用し、地域公共交通や公共施設利用の利
便性を高めます。

・防災情報デジタル化
・スマート農業
・大学連携

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

災害時でも途絶えない
電源の確保と
脱炭素社会に向けた
取り組み

中期
（５年）

・公共施設等に再生可能エネルギー設備を整備し、地
域のレジリエンス（災害時や停電時に対する強靭性の
向上）と脱炭素化を同時実現するまちづくりを目指しま
す。

・EVシェア・EV充電器
・蓄電池
・太陽光発電



宮代版スーパー・シティ構想

歩いて楽しい中心エリアの整備

小学校の再整備
による地域活性化

災害時でも途絶えない電源の確保と
脱炭素社会に向けた取り組み

AIやIoTを活用した安全で利
便性の高い暮らしの確保

・再生可能エネルギー設備の整備

（太陽光発電、電気自動車、ＥＶシェア等）

・ICTを活用した災害状況の可視化や

情報発信の強化

・スマート農業の導入

・AIやIoTを活用し、地域公共交通や公共
施設利用の利便性向上

・東武動物公園駅東西口から東武動物公園、新
しい村までをウォーカブルな道へ整備

・新しい村を魅力的な空間に整備

・小学校を「地域の中心
施設」として、 多機能
化・複合化

（和戸地区、姫宮地区）



杉戸町

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

杉戸町版スーパーシティプロジェクト

東口通り線周辺地域

概
要

・分断されている人と人、人と資源をつなげることにより「顔の見える経済圏を創る」というビジョンの実現に向けて、まちなかを中心に、人のエネルギーとお金が
めぐる仕組みを作ることで町全体の経済がめぐり、自立型で持続可能なまちづくりを目指す。
・杉戸町中心部にある東武動物公園駅東口通り線周辺の「まちなか」エリアで、旧杉戸小学校跡地の公共施設再編や東口通り線の拡幅整備等に伴い、地域の
拠点となる機能を設置して都市機能の集約化を目指す。

課
題

・人口減少による公共交通利用者の減少、交通弱者の増加による公共交通維持への影響、都市施設の稼働率低下
・空き家、空き地、空き店舗の増加による施設維持の困難、施設撤退による生活サービス機能の低下
・都市のスポンジ化や低密度化、都市施設の老朽化、高齢化や担い手不足による農業や中心市街地商業の低迷、地価の下落
・多様な地域資源、自然資源や歴史資源等を有しているが十分な活用が図られておらず、回遊性に乏しく、観光客の伸び悩み
・異常気象による洪水や地震など

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

東口通り線周辺を中心とした
ウォーカブルなまちづくり

長期
（１０年）

・東口通り線周辺を中心としたコンパクトな市街地を維持す
ることで、子育て世代や高齢者等の住みやすい環境を形成
し、町民内外の交流・定住を促進
・空き家・空き地・空き店舗を有効活用し、まちの回遊性を
高め、まちなかの賑わいを創出する。
・東口通り線、大落古利根川、みなみがわ散策道、旧杉小
跡地の公共施設の整備による町の魅力向上

・商店の活性化、地域資源、歴史資源の
活用（空き家、空き店舗対策）
・官民連携の体制づくり、
エリアマネジメント
・マーケット、キッチンカーなど営業施設
・県道東口通り線、古利根川などの整備

ス
マ
ー
ト

デジタル技術を活用した町
民の日常生活の利便性向上、
安心・安全なまちづくり

中期
（５年）

・東口通り線を中心としたエリアの３Dモデルを活用し、まち
の将来像や人や交通の動きを可視化する
・ＩｏＴを活用したコミュニティの形成、モビリティサービス
（MaaS）などによる町内拠点をつなぐ移動利便性の向上
・防災情報のリアルタイムデータ可視化

・IoT(モビリティサービス、デマンド交通、
シェアサイクル、コミュニティの形成)
・３Ｄモデル（合意形成、賑わい、防災）

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

災害時でも途絶えないインフ
ラの確保

中期
（５年）

・東口通り線の無電柱化により災害時でも途絶えない交通
機能、電気通信機能の確保
・平常時の省エネ・環境負荷軽減、災害時でも途切れない
電気や水などのライフラインの確保、防災・減災に寄与する
地域防災拠点の構築、水災害を軽減する対策
・防災アプリ等を活用した災害のリアルタイム情報の取得

・蓄電池、太陽光発電、電源取得設備、
水利施設
・エネルギーエリアマネジメント
・再生可能エネルギー
・災害情報のデジタル化、アプリ化
・流域治水対策



杉戸町版スーパーシティプロジェクト


